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2024年２月25日

またઇが෣ってきた。๺陸のౙのఱ気は
変わりやすい。

は、珠洲はもちΖん、奥能登に来たのࢲ
は初めてだった。

これまでも被災地で活動をしたことはあっ
た。3.11のあとはٸۓ大気モニタリングで、
太ฏ༸Ԋ岸域をؠ手県野田村からҵ৓県ਆ

੘市まで機材を担いで८行したし1）、෱島
県のࠔؐؼ೉区域でも様ʑな環境ଌ定を
行った。また2019年の୆風被害のときは、
ҵ৓県の災害廃棄物処理にもෝいた。

しかし今回はまったく事情がҟなった。
この震災で珠洲市内では2,765౩が全壊

となり、๢くなった方は103人（震災関連
６名を含む。いずれも2024年３月22日現ࢮ
在2））。๢くなった方の４割はѹࢮと言わ

珠洲市におけるD.Waste-Net活動報告
－浄化槽復旧に見える希望－

∁
たか

ڮ
はし

ࠀ
かͭ

行
Ώ͖

日本環境衛生センター 環境科学部長

図１　国が推進する浄化槽復旧の取組み3）



特 集 災害時におけるトイレ・し尿の衛生処理
特
集

災害時におけるトイレ・し尿の衛生処理

29

NP6_特ू5�D.WaTUF�NFU活動ʴウメクサ_5n　　ページ29

生活と環境　令和６年５月号

れている4）。௡波や水害とҟなり、ಀげる
間もなかったかとࢥうとڳが௧い。珠洲市
のઘ୩市長が述べた5）とおり、市内の一部
の地域は壊໓状態である。正院地区、ଢ଼島
地区、ӏࣂ地区。見るのもつらいܠ৭は、
(PPHMFマップ6）や動画投ߘサイトでも確認
することができる。

災害派遣

今回、D.WaTUF�NFUの支援活動として日
本環境衛生センターから೿ݣされた者に与
えられた任務は、珠洲市が設置した浄化槽
の復旧の支援である。良޷な水質を維持す
るために、生活排水は公共用水域に์流す
る前に処理しなければならない。市֗地で
は下水道の整備が進められているが、人口
の少ない߫外やूམではݸ別に合併型浄化
槽を設置して対応することになる。珠洲市
ではݸ人設置の浄化槽のほか、市が設置し
た浄化槽が多数存在している（後者の場合、
設置工事は市町村が行い、住民はその使用
料を下水道料金として負担する）。

これまで浄化槽は災害に強いとされてき

た。それは浄化槽本体がؤৎであることに
加え、下水道と比べて復旧が早いためであ
る。しかし今回の震災では、ӷ状化や地盤
のོى等により浄化槽がුき上がったり、
配管が外れてしまったりする被害が多く発
生した。国は浄化槽復旧を推進するために、
財政支援を行うことになった（ਤ̍）。そ
のため、復旧工事を効率的に進めるために
も、被災した方ʑの３分の１ほどが市外に
避೉していると言われている7）現在におい
て、住民の方が今後も市内に࢒り、生活を
。続するかどうかをฉき取る必要があったܧ

対象は、珠洲市により浄化槽が設置され
た住宅と事業所の合わせて759ݢである。
զʑは２月４日からこの支援に取り組み、
３月１日までのおよそ１か月の間、珠洲市
内で対象の住ډを๚ねาいた。ෆ在の方に
はΞンέート用ࢴを༣ศ受けに投വし、回
౴を最دりの避೉所に置いた回収ボックス
に入れてもらった。９人の職員がふたりで
一組となり各１ि間の活動を現地で行っ
た。600ݢにΞンέート用ࢴを配布し、回
収できたのは209ݢ（３月１日現在）であっ
た。ਤ ùはࢲが２月26日からの１ि間に๚

図 2　私が担当した住民意向アンケート調査地域（2024年２月26日～３月１日）
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ねた240ݢの住ډの分布図である。Ԋ岸部
から内陸部にかけて住宅地図をཔりに、レ
ンタカーで文ࣈどおり૸り回った。

被災した方々

これが貴重な機会となった。ࢲがかつて
経ݧした被災地での活動では、被災住民の
方の生の੠をௌくことはなかった。浄化槽
を直してこれからも珠洲に࢒るかという問
いかけに対して、ほぼすべての方が࢒ると
౴えた。զʑが来たことを浄化槽の復旧の
兆しととらえ、「光が見えた」と言うঁ性
もいた。

所在がわからない方もいるため、お会い
できた方にਘねると、「この人は今どこそ
こにいる」「この人はあの避೉所にいる」
といった具合にྡ近所のことをすべてご存
じである。コϛュニティーとはこうあるべ
きだということをֶͿと同時に、避೉所や
Ծ設住宅に振り分けられて、コϛュニ
ティーが分断されることの૕失ײがどれほ
どのものかが、௧いほどわかる。

こちらの࿩ことばが珠洲のものとҧうか
ら、๚問の際、ոᨆなإをしていたஉ性が
いた。「お前はどこから来たのか」とਘね
られる。川࡚から来たことを告げると、表
情が変わり、「そりΌごۤ労さん、これඇ常
食にとっておいたんだけど持っていけ」と、
チョコレートとキャラメルをくれた（ࣸਅ
̍）。「いや、これはもらうわけにはいきませ
ん」と断ったのだが、最後は受け取った（チョ
コレートにはウイスキーが入っていたので
運転中は食べられなかった）。ほかにも行く
先ʑで「大変だね」と੠をかけられた。大
変なのはみなさんだ。

進化する仮設トイレ

３月22日現在、市のほとんどの地域で断
水が続いている。トイレも使
えないため、֗のいたるとこ
ΖにԾ設トイレが立っている

（ࣸਅ ù）。その様ࢠはҟ様だ
が、市民の方にとっては੾実
だ。在宅で避೉している人の
なかには、車に乗ってԾ設ト
イレにやってくる方もいると
いう。

この活動を通して、Ծ設ト
イレも進化していることを
知った。Ծ設トイレというと
੨緑৭のプラスチックのボッ
クスにԫ緑৭の൶、なかに入
ると和ࣜのศ座があり、଍踏写真 2　避難所に設置された仮設トイレ

写真１　 住民から頂戴したチョコレートと
キャラメル
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みペダルで水を流すといったものを想૾す
る人も多いだΖう。だが、Ծ設トイレの種
類には温水ચ浄ศ座が付いたものもある。
もちΖんώーター付きのศ座である。消ष
૷置も付いており、շ適である。շ適さゆ
えに人気も高く、す͙にタンクがいっͺい
になってしまうということだった。

珠洲市のこと

珠洲市は人口が１万２ઍ人、６ઍ世帯の
人が暮らしている。地域に特有な産業とし
ては༲げ඿ࣜのԘづくり、ौくࠇຯがかっ
た࢟が特徴の珠洲মや地域の地質を活かし
てܔ藻土を使ったࣣ輪が挙げられる。町の
家ʑの԰根には、能登נと呼ばれるࠇ光り
するנがࡌっている。気象の౷計値を確認
すると、２月には19.4日でઇまたはӍが降
り8）、なるほど「ห当๨れてもࡿ๨れるな」
を地で行っている。؍光では「軍؋島」の
別名がある見ෟ島のほか、競അファンなら
ウオッカでおなじみの元J3"調ࢣڭの角ډ
উ඙氏が創設した珠洲ホースパークがあ
る。

７月から９月にかけて࠵されるキリコࡇ
りは「౮り෣う半島 能登ʙ熱ڰのキリコ
りでࡇ想的なݬり9）」と評される༐૖でࡇ
日本Ҩ産にも認定されている。֗中を૸り
回っているときにも大きな収ଂݿを見るこ
とができた。見たとこΖ損ইは受けてない
ようだ。活動を共にした同྅は、このࡇり
を復活させるためにみんなر望が持てると
言った。そのとおりだとࢥった。

なお、珠洲市では2023年５月５日にもマ
グニチュード6.5、震度６強の地震が発生
した。このときは๢くなった方が１名、一
部損壊も含めると1,600౩以上の家԰で被
害を受けている10）。活動中も輪島で震度３
の地震が相次͗、いまにも่れそうな家԰
やがけのԣを通りൈけるこの活動はまさに
໋がけである。

珠洲での毎日

೿ݣ期間中はࣣඌ市のビジネスホテルを
拠点とし、片道80kNの道をレンタカーで
通う。ேは６時45分に出発し、珠洲市役所
に౸着するのは９時をまわった。ே食はホ
テルで食べることができたが、ன食は地元
のドラッグストΞでおに͗りやサンドイッ
チを買って、車内で食べた。前述したよう
にトイレの事情が悪いため、ٸな体調ෆ良
をىこすことがෆ安だったので、水分は߇
えめにした。໷もコンビニで؈ビールを１
本買ってきて、ささやかにҿむだけだった。

珠洲測定局

とこΖでࢲの本来業務の主戦場は大気؍
ଌである。元日に地震が発生してఀ電や断
水がىきたときにす͙に確認したのは、大
気汚છ物質広域؂視システム（Ѫ称：そら
まめくん）だ。大気汚છをଌ定する૷置は
全国に1,600地点以上に設置されており、
このデータをWFCサイトでリΞルタイム
に確認することができる。珠洲にもPM2.5

をଌ定している૷置が設置されているが、
１月１日17時にデータが途絶えた。再び
データがૹ信されたのは１月19日16時で
あった。

珠洲に行ったらこのଌ定局を๚ねたいと
、みٳっていた。現地調査の３日目のனࢥ
す͙そばにଌ定局があることに気づいた。
所在地は県の出先機関のෑ地内。ただ、そ
のどこにあるかはわからない。԰上にあれ
ば見ることはできないだΖう。建物のཪに
回り込んだとき、౜ಥに現れたଌ定૷置は、
これまで見たどのଌ定局ともҟなるもの
だった（ࣸਅ ú）。よくがんばったな、お前。
੠をかけずにはいられなかった。

それからさらに金୔大ֶが、旧খധখֶ
ଌをしているサイト؍で大気汚છのू中ߍ
も๚ねることができた。こちらは避೉所に
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なっていて、ߍ庭にҜࢠを使って書いた
SOSのࣸਅが報道されていた11）。のちに、
金୔大ֶの知合いに状況をਘねると؍ଌ૷
置に被害はなかったそうだ。

春の訪れ

市内を૸っているとय़をײじることがあ
る。土手には୭にも摘まれることのないフ
キϊトウがإをのぞかせている。നௗの里
という正院の田んぼに、すでにコϋクチョ
ウの࢟はない。ܝ示൘には中ֶߍのଔ業ࣜ
を知らせるషりࢴがある（ࣸਅ û）。中ֶ
֗、のଔ業生が成人ࣜをܴえる2028年にߍ
のܠ৭はどうなっているだΖう。

活動の最終日は元日の発災からちΐうど
２か月が経った日であった。テレビではف
りをささげる人たちの࢟が์өされてい
た。正院খֶߍのߍ庭ではԾ設住宅の建設
が進められており、３月２日には第ೋਞの
入ډも始まった。ू団で金୔に避೉した中
ֶ生は３月21日にふるさとの珠洲に໭り、
この記事を書いている３月22日にはఱߖߖ
。両ต下が珠洲の避೉所を๚問された޳

復興はこれからだ。౦日本大震災の被災
地でも13年が経過して住宅地のかさ上げ工
事が終わり、商業施設にも೐わいが໭り始
めたばかりである。先は長いだΖう。しか
し๺陸の人たちのͻたむきな力は絶対にこ

のࠔ೉を乗り越えていくはずだ。ࢲたちは
つねに心をدせておかねばならない。元日
にىこったことを๨れないように。

考資料ࢀ
１） 高ࠀڮ行, ౦๺Ԋ岸部८行記ɼ 生活と環境,  

56, 10, 25�29 （2011）
２） 石川県ة機対策課ɼ令和６年能登半島地震に

よる被害等の状況について（第112報）,
　　 hUUQT���XXX.QSFG.JThJkaXa.MH.KQ�TaJHaJ�

EPDVNFnUT�hJHaJhPV_112_0322_1400.QEG 
（2024年３月26日Ӿཡ）

３） 環境省ホームページ , 令和６年能登半島地震
における災害廃棄物対策（令和６年３月21日
時点）, 

　　 hUUQT���XXX.FnW.HP.KQ�DPnUFnU�000210723.
QEG（2024年４月２日Ӿཡ）

４） N),, 能登半島地震 ࢮ因は「ѹࢮ」約４割 「低
体温঱」や「ౚࢮ」も 石川県（2024年１月31日）,

　　 h U U Q T � � � X X X 3 . n h k . P S . K Q � n F X T �
hUNM�20240131�k10014341451000.hUNM（2024
年３月24日Ӿཡ）

５） ே日新ฉ, 石川県珠洲市長「壊໓的、安൱確
認すらできず」　住宅全壊は１ઍ౩か（2024
年１月２日）, 

　　 h U U Q T � � � E J H J U a M . a T a h J . D PN�a S U J D M F T �
"SS125396S12P*SC012.hUNM（2024年 ３ 月24
日Ӿཡ）

６） ౦ژ大ֶ 先୺科ֶ技術ڀݚセンター਎体情
報ֶ分野 Ҵ見・໳内ڀݚ室, 石川県珠洲市に
おいてストリートビューのࡱ影を実施, 

　　 hUUQT���TUaS.SDaTU.V�UPkZP.aD.KQ�TV[V�TUSFFU�
WJFX�（2024年３月24日Ӿཡ）

写真 3　珠洲一般環境大気測定局 写真 4　がんばれ卒業生
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